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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い

年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
平
成
22
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
猛
暑
や
豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
や
そ
れ

に
伴
う
森
林
火
災
や
風
水
害
、
シ
カ
や
サ
ル
・

ク
マ
等
の
出
没
や
被
害
、
小
笠
原
諸
島
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
へ
の
動
き
、
名
古
屋
で
の

生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
）
の
開
催
等
、
自
然
環
境
や
森
林
に

関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
が
注
目
さ
れ
た
年
で
し
た
。

ま
た
、
政
治
面
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

各
種
政
府
事
業
に
つ
い
て
内
閣
府
の
行
政
刷

新
会
議
に
お
け
る
事
業
仕
分
け
が
行
わ
れ
、

大
き
な
話
題
と
な
り
、
国
有
林
野
事
業
特
別

会
計
に
つ
い
て
も
事
業
仕
分
け
を
受
け
、
国

民
へ
の
債
務
負
担
を
し
な
い
形
で
の
一
般
会

計
化
と
い
う
評
価
結
果
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。平

成
21
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
森
林･

林

業
再
生
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
林
業
・
木
材
産

業
を
我
が
国
の
成
長
戦
略
の
中
に
位
置
づ
け
、

こ
れ
ま
で
の
公
益
的
機
能
を
重
視
し
た
施
策

か
ら
、
利
用
間
伐
等
の
資
源
有
効
活
用
、
林

業
の
産
業
と
し
て
の
再
生
を
目
指
し
た
施
策

に
転
換
し
、
「
10
年
後
の
木
材
自
給
率
50
％
」

を
掲
げ
、
地
域
産
業
と
し
て
林
業
・
木
材
産

業
の
再
生
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。国

有
林
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
進
め
て

い
る
公
益
重
視
の
管
理
経
営
に
加
え
、
技
術

力
を
活
か
し
て
民
有
林
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
は
、
有
識
者
か
ら
な
る
「
森

林
・
林
業
基
本
政
策
」
「
路
網
・
作
業
シ
ス

テ
ム
」
「
森
林
組
合
改
革
・
林
業
事
業
体
育

成
」
「
人
材
育
成
」
「
国
産
材
の
加
工
・
流

通
・
利
用
」
の
５
つ
の
検
討
委
員
会
で
具
体

的
施
策
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
今
後

の
森
林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
の
提
言
が
昨

年
末
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
提
言
を
受
け
、
今
後
法
整
備
を
進
め

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
事
業
仕
分
け
結
果
で

あ
る
国
有
林
野
事
業
の
一
般
会
計
化
も
あ
わ

せ
て
、
戦
後
か
ら
続
い
て
き
た
森
林
・
林
業

施
策
が
、
今
ま
さ
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。

私
ど
も
関
東
森
林
管
理
局
と
し
ま
し
て
も
、

こ
の
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
実
現
に
向

け
、
従
来
か
ら
進
め
て
い
る
公
益
重
視
の
国

有
林
管
理
経
営
に
加
え
、
施
業
コ
ス
ト
の
縮

減
や
戦
略
的
販
売
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た

知
見
を
活
か
し
て
、
地
域
の
林
業
振
興
に
も

貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
森
林･

林
業
再
生
プ
ラ
ン
の
先
行

実
践
を
目
標
に
、
「
林
地
残
材
等
の
有
効
活

用
」
「
共
同
施
業
団
地
化
へ
の
取
組
」
等
、

一
署
一
課
題
を
掲
げ
、
組
織
力
・
技
術
力
を

活
か
し
た
地
域
特
性
等
を
盛
込
ん
だ
取
組
を

昨
年
４
月
よ
り
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
前

述
の
森
林･
林
業
再
生
プ
ラ
ン
に
関
す
る
提

言
を
受
け
、
今
後
更
に
効
率
的
・
効
果
的
な

実
践
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
地
域
の
林
業

の
再
生
の
先
導
役
と
な
っ
て
努
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
す
。

関
東
森
林
管
理
局
は
、
北
は
福
島
県
、
新

潟
県
、
南
は
静
岡
県
ま
で
の
１
都
10
県
に
及

び
、
尾
瀬
や
小
笠
原
等
貴
重
な
自
然
環
境
を

有
す
る
森
林
や
、
奥
久
慈
・
天
竜
等
国
内
有

数
の
林
業
地
帯
、
２
千
㍍
を
超
え
る
山
岳
地

帯
か
ら
里
山
や
海
岸
林
ま
で
、
様
々
な
国
有

林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
を
擁
す
る
関
東
地
方
の
水
源
林
と

し
て
、
ま
た
、
木
材
生
産
や
二
酸
化
炭
素
の

吸
収
源
、
国
土
保
全
、
国
民
の
憩
い
の
場
な

ど
、
国
有
林
が
担
っ
て
い
る
役
割
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
今
後
と
も
国
民
共
有
の
財
産

と
し
て
適
切
に
管
理
経
営
し
、
国
民
の
皆
様

か
ら
の
負
託
に
適
切
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
国

民
視
点
を
持
っ
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

以
上
、
所
感
の
一
端
を
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
し
ま
す
。
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関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
「
開
か
れ
た

国
民
の
森
林
」
の
実
現
に
向
け
、
国
有
林

野
等
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長
と
の

意
見
・
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
会
議
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
去
る
11
月
24
日
（
水
）
に
、

各
地
域
の
代
表
市
町
村
長
や
林
野
庁
幹
部
、

関
東
森
林
管
理
局
幹
部
及
び
署
長
等
が
出

席
し
、
東
京
都
江
東
区
の
木
材
会
館
で
開

催
し
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
木
材
会
館
は
、
檜
を
中

心
に
千
立
方
㍍
以
上
の
国
産
材
が
、
内
装
・

外
装
そ
し
て
構
造
に
使
用
さ
れ
た
木
造
建

築
物
で
あ
り
、
「
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
利
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

公
布
さ
れ
た
今
般
、
木
造
建
築
物
の
優
良

事
例
と

し
て
、

参
加
市

町
村
長

に
は
、

施
設
内

の
見
学

も
し
て

い
た
だ

き
ま
し

た
。

会
議
で
は
、
林
野
庁
か
ら
、
今
後
の
森

林
・
林
業
施
策
の
方
向
付
け
と
し
て
公
表

さ
れ
た
「
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
」
に

関
す
る
最
新
情
報
等
を
、
関
東
森
林
管
理

局
か
ら
は
、
低
コ
ス
ト
路
網
や
共
同
施
業

団
地
等
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
し
、
出

席
市
町
村
長
と
森
林
・
林
業
全
般
に
関
す

る
こ
と
、
国
有
林
野
事
業
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
情
報
・
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。特

に
、
森
林
整
備
の
推
進
対
策
や
、
路

網
整
備
の
問
題
点
、
木
材
の
利
用
促
進

（
公
共
建
築
物
の
木
造
化
推
進
や
広
葉
樹

の
利
用
等
）
、
環
境
税
等
に
つ
い
て
話
題

と
な
り
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

頂
い
た
貴
重
な
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
国

民
視
点
に
た
っ
た
国
有
林
野
の
管
理
経
営

に
努
め
る
と
と
も
に
、
「
森
林
・
林
業
再

生
プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
ら
れ
た
「
木
材
自
給

率
50
％
」
を
目
指
し
て
、
地
域
と
の
連
携

を
よ
り
一
層
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
で
は
、
現
在
平
成
23

年
度
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま

す
。モ

ニ
タ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
皆
様

に
は
、
国
有
林
に
関
す
る
情
報
誌
や
資
料

な
ど
を
配
信
す
る
ほ
か
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等

へ
の
ご
協
力
等
を
お
願
い
し
ま
す
。

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/apply/publi

csale/kikaku/m
onitor.htm

l

を
ご
覧
下
さ
い
。

応
募
条
件

国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
心
が
あ
る

成
人
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
びE-m

ail

を
利
用
で
き
る
環
境
に
あ
る
方
。

多
く
の
方
の
ご
意
見
を
反
映
す
る
た
め
、

過
去
に
モ
ニ
タ
ー
を
経
験
さ
れ
た
方
に
は

ご
遠
慮
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

応
募
要
領

左
記
必
要
事
項
記
載
の
上
、
平
成
23
年

２
月
19
日
（
必
着
）
迄
に
、
左
記
ア
ド
レ

ス
へE-m

ail
に
て
ご
応
募
願
い
ま
す
。

必
要
事
項

①
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
②
性
別

③
生
年
月
日
、
④
住
所
（
郵
便
番
号
）

⑤
電
話
番
号
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）

⑥E-m
ail

ア
ド
レ
ス
、
⑦
職
業

⑧
モ
ニ
タ
ー
募
集
を
知
っ
た
き
っ
か
け

⑨
応
募
の
理
由
（
１
０
０
字
程
度
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

関
東
森
林
管
理
局

企
画
調
整
室

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

電
話
（
０
２
７
）
２
１
０-

１
１
５
０

E-m
ail:kanto_kikaku@

rinya.m
aff.go.jp

（３）平成２３年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８２号

企
画
調
整
室

企
画
調
整
室

会場となった木材会館

会議の様子と挨拶する臼杵局長

今年は「国際森林年」です！

2011年（平成23年）は、国連が定めた国際森林年(the International Year

of Forests)です。国際森林年は、世界中の森林の持続可能な経営・保全の重

要性に対する認識を高めることを目的としています。

我が国でも、国際森林年という節目の年に、現在取り組んでいる森林・林業

再生や「美しい森林づくり推進国民運動」、途上国の森林保全等に対する国民

の理解の促進につなげていくことを目的に、様々な活動を予定しています。

国際森林年に関するイベント等の詳細な情報は、こちらをご覧ください。

http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/2011iyf.html

http://www.rinya.maff.go.jp/kanto/apply/publicsale/kikaku/monitor.html


山
々
も
錦
繍
の
装
い
か
ら
冬
木
立
へ
と

移
ろ
い
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
、
火

が
恋
し
く
な
る
こ
の
時
期
に
一
般
の
方
を

対
象
と
し
て
炭
焼
き
体
験
を
行
っ
て
い
ま

す
。12

月
4
日(

土
）
、
公
募
に
よ
る
参
加

者
の
皆
さ
ん
と
、
ド
ラ
ム
缶
を
使
っ
た
簡

易
炭
窯
に
よ
る
炭
焼
き
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
炭
材
に
竹
を
使
用
し
ま
し
た
。

窯
の
中
に
炭
材
を
隙
間
な
く
詰
め
込
み
蓋

を
し
ま
す
。
続
い
て
、
焚
き
口
の
前
に
置

い
た
薪
に
火
を
つ
け
炎
を
窯
の
中
に
扇
ぎ

入
れ
ま
す
。
窯
の
温
度
が
一
定
（
煙
の
温

度
が
80
度
）
に
な
る
ま
で
、
目
の
痛
み
に

堪
え
懸
命
の
作
業
が
続
き
ま
す
。

煙
の
温
度
が
80
度
に
な
る
と
炭
材
の
熱

分
解
が
始
ま
り
ま
す
が
、
炭
化
を
高
め
る

た
め
、
焚
き
口
の
隙
間
を
徐
々
に
小
さ
く

し
、
熱
分
解
の
進
み
具
合
を
煙
の
変
化
で

判
断
し
ま
す
。

最
初
の
モ
ク
モ
ク
し
た
白
い
煙
に
手
を

か
ざ
す
と
、
水
気
を
感
じ
ま
す
が
、
し
だ

い
に
煙
が
青
白
く
な
り
、
や
が
て
透
明
に

な
る
と
、
サ
ラ
サ
ラ
と
な
り
、
参
加
者
か

ら
は
「
ヘ
ェ
～
!
あ
ら
ホ
ン
ト
」
と
納
得

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

透
明
に
な
れ
ば
焚
き
口
を
密
閉
し
、
30

分
ほ
ど
し
て
煙
突
を
外
し
密
閉
し
ま
す
。

一
晩
お
く
と
炭
の
完
成
で
す
。

炭
焼
き
体
験
と
併
せ
て
、
炭
の
種
類
・

歴
史
・
効
用
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ

か
、
花
炭
や
薪
割
り
、
竹
の
ラ
ン
タ
ン
作

り
、
焼
き
芋
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

花
炭
づ
く
り
で
は
、
菓
子
缶
の
中
に
マ

ツ
ボ
ッ
ク
リ
な
ど
持
ち
寄
っ
た
も
の
を
入

れ
て
、
火
の
中
に
投
入
す
る
だ
け
の
も
の

で
す
が
、
上
々
の
出
来
栄
え
に
満
足
そ
う

に
取
り
出
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
普
段

体
験
で
き
な
い
薪
割
り
で
は
、
大
人
も
子

供
も
夢
中
で
斧
を
振
り
下
ろ
し
て
い
ま
し

た
。最

後
に
、
事
前
に
焼
い
て
お
い
た
炭
を

炭
窯
か
ら
出
し
ま
し
た
。

窯
を
あ
け
る
と
、
中
に
は
・
・
・
「
ア
ッ

!!
炭
が
で
き
て
い
る
!
」
交
代
し
な
が
ら

丁
寧
に
取
り
出
し
ま
す
。
笑
顔
で
す
。
こ

の
炭
は
皆
さ
ん
で
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１
月
の
イ
ベ
ン
ト
（
森
林
カ
レ
ッ
ジ
Ⅳ
・

会
員
制
）
で
は
、
国
際
炭
や
き
協
力
会
会

長
の
杉
浦
銀
治
先
生
（
八
王
子
市
在
住
）

に
講
義
と
炭
焼
き
指
導
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。

杉
浦
先
生
は
“
炭
や
き
は
地
球
を
救
う
”

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
炭
の
研
究
と

普
及
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
方
で
、
国
内

に
と
ど
ま
ら
ず
東
南
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
、

南
米
の
国
々
ま
で
精
力
的
に
活
動
を
続
け

て
い
ま
す
。

杉
浦
先
生
の
講
義
に
、
“
炭
や
き
に
は

五
徳
が
あ
る
”
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
。

「
炭
が
と
れ
、
灰
が
と
れ
、
煙
か
ら
は
木

酢
液
が
と
れ
、
良
い
土
が
で
き
、
窯
の
余

熱
が
利
用
で
き
る
」
い
い
こ
と
ず
く
め
で

し
ょ
う
と
結
ば
れ
る
。
共
感
の
も
て
る
話

で
す
。
専
門
的
な
話
か
ら
番
外
編
ま
で
、

85
歳
の
元
気
に
満
ち
溢
れ
た
講
義
を
職
員

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
炭
焼
き
を
森
林
資
源

の
有
効
活
用
の
一
つ
と
し
て
、
今
後
も
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２３年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８２号 （４）

煙で目が痛～い

炭
焼
き
体
験

おっかなびっくり!!

１
月
に
は

炭の取り出し 見事な花炭



「
国
立
妙
高
青
少
年
自
然
の
家
」
は
、

上
信
越
高
原
国
立
公
園
内
の
妙
高
山
（
標

高
２
,
４
５
４
㍍
）
の
大
自
然
の
中
に
、

平
成
３
年
、
最
後
の
国
立
の
青
少
年
教
育

施
設
（
27
教
育
施
設
中
27
番
目
）
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
21
年
度
の
総
利

用
者
数
は
１
３
２
,
９
６
２
人
。
幼
児
か

ら
大
人
ま
で
が
妙
高
山
麓
の
自
然
豊
か
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
自
然
体
験
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
の
家
で
は
、
平
成
17
年
12

月
に
上
越
森
林
管
理
署
と
活
動
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
「
妙
高
遊
々
の
森
」
（
①

五
万
戸
国
有
林
、
②
藤
巻
林
道
、
③
真
川

と
ニ
グ
ロ
川
と
そ
の
支
流
、
④
夢
見
平
な

ど
）
と
称
し
て
、
妙
高
山
麓
の
広
大
な
国

有
林
を
活
動
エ
リ
ア
と
し
て
い
ま
す
。
自

然
の
家
が
公
表
し
て
い
る
敷
地
面
積
は
、

約
１
３
２
㌶
で
す
が
、
「
妙
高
遊
々
の
森
」

を
含
め
る
と
子
ど
も
た
ち
が
自
由
に
活
動

で
き
る
範
囲
は
、
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
き

ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
う
し
た
豊
か
な
森

で
の
活
動
を
通
し
て
、
学
校
で
の
環
境
教

育
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
の
学
び
を

深
め
た
り
発
展
さ
せ
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
然
の
中
で
仲
間
と
と
も
に
活
動

す
る
こ
と
を
通
し
て
、
豊
か
な
心
や
た
く

ま
し
い
体
も
育
ん
で
い
る
の
で
す
。

「
藤
巻
山
登
山
」
は
、
自
然
の
家
で
の

人
気
の
あ
る
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で

す
。

標
高
９
４
５
㍍
の
藤
巻
山
は
、
自
然
の
家

か
ら
往
復
10
㎞
、
所
要
時
間
は
約
５
時
間
。

途
中
の
藤
巻
林
道
か
ら
高
田
平
野
、
日
本

海
を
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

藤
巻
山
で
は
、
山
頂
を
目
指
し
て
歩
く

だ
け
で
な
く
、
途
中
の
幕
ノ
沢
で
は
清
流

の
中
で
川
遊
び
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ブ

ナ
林
で
は
、
「
ブ
ナ
林
探
検
隊
」
や
「
森

は
自
然
の
ダ
ム
」
と
い
っ
た
森
の
は
た
ら

き
を
学
ぶ
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
う
こ
と

も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
自
然
の
家
の
職
員
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
安
全
に
充
実
し
た
活
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
活
動
場
所
の
環
境
整

備
に
努
め
て
い
ま
す
。

毎
年
５
月
末
か
ら
６
月
初
旬
の
雪
解
け

を
待
っ
て
、
登
山
道
の
補
修
や
看
板
設
置

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者

が
藤
巻
山
登
山
を
す
る
際
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
登
山
道
の
点
検
や
熊
よ
け
の
た
め
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夏
場
の

草
刈
り
も
た
い
へ
ん
な
作
業
で
す
が
、
計

画
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
上
越
森
林
管
理
署

と
の
連
携
に
よ
り
、
山
頂
付
近
の
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
の
整
備
や
新
し
い
下
山
道
の
開

発
等
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
す
ま
す

藤
巻
山
の
活
用
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
に

も
っ
と

自
然
体

験
さ
せ
た
い
」
・
・
・
こ
れ
は
平
成
３
年

に
開
所
し
た
と
き
か
ら
の
国
立
妙
高
青
少

年
自
然
の
家
の
願
い
で
す
。
一
人
一
人
の

子
ど
も
た
ち
が
、
本
物
の
自
然
体
験
を
思

う
存
分
楽
し
み
、
心
も
体
も
大
き
く
元
気

に
育
っ
て
欲
し
い
と
自
然
の
家
職
員
一
同

願
っ
て
い
ま
す
。

（５）平成２３年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８２号

自然の家の職員による登山道の整備

妙高山麓に広がる豊かな森がフィールド

上越森林管理署の方々との藤巻山にて

源流探検を楽しむ幼児たち



私の勤務する荒川森林事務所は、埼玉県西部に位置

する秩父市内の国有林面積916㌶と、関東平野に接し

た外秩父山地の入間郡毛呂山町内及び比企郡ときがわ

町内の面積95㌶を管轄しています。

秩父市内の国有林は、酉谷山(1,718㍍)、熊倉山(1,

429㍍)、及び矢岳(1,358㍍)を中心に、標高500～1,7

00㍍の間に分布し、地形は急峻で全域が県立武甲自然

公園に指定されています。

その区域は首都圏の水源である荒川の支流源流部の

一角を占め、全域が水源かん養保安林に指定されてお

り、取水源として貸付している秩父市の水道水を含め

た水資源の確保に貢献しています。平成19年に発生

した集中豪雨による被害では、治山事業による対策

を実施しており、国土保全機能も極めて高いものと

なっています。

また、急峻にもかかわらず、奥地までヒノキを中

心とした人工林となっています。

近年は、ニホンジカなど野生動物による樹木の皮

剥ぎ被害や幼齢木の食害が拡大する傾向にあり、深

刻な問題になっています。直接的な対策として立木

に防護ネットを巻き付けたり、植林した区域の周囲

に侵入防護ネットを設置していますが、破損された

り地面を掘って侵入されたりすることもあり、巡視

や修理を行っています。

外秩父山地の国有林は標高200～500㍍の間に分布し、

人里に近い比較的緩やかな地形で全域が県立黒山自然公

園に指定されています。

国有林は、３つの孤立団地からなり、そのほとんどが

スギを中心とした人工林で、大半は分収造林や分収育林

となっています。企業と締結している「法人等の森林」

も３箇所あり、そこで行われる社員・家族等の森林づく

りの際には準備等のお手伝いをしています。

また、ときがわ町内の小学校から毎年１校ずつ５年生

を対象とした森林教室を開催しており、森林の働きの話、

竹や丸太切りの体験を通じ、森林の大切さを学んでほし

いと活動しています。児童の皆さんからは、森林教室の

感想を森林作文コンクールに応募してもらい、山や林業

のことをより身近に感じて頂けたらと願っています。

今後もこの様な活動を通じ、地域への関わりを深め、

国有林の役割を知って頂ける様努めたいと考えています。

平成２３年 １月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８２号（６）

防護ネット修理の様子

森林教室の様子

外秩父山地の国有林

秩父市内の国有林



雲取山(標高2,017㍍ )は、奥秩父山塊の東端に

あり、東京都・埼玉県・山梨県の１都２県にまた

がった山で、秩父多摩甲斐国立公園のほぼ中央に

位置しています。

天望の良い山頂からは、南西には富士山、西に

は南アルプスの峰々を遠望することができ、シラ

ベ、カンバ類等の原生林とニホンジカ、ツキノワ

グマ等の野生動物が生息するなど豊かな森林が広

がっています。

埼玉県側は、国有林として管理され荒川支流の

源流部として、東京都と山梨県側は、東京都の水

源林として管理され多摩川水域として首都圏等の

水源として重要な役割を果たしています。

雲取山は、東京都の最高峰として唯一の日本百

名山に選ばれており、大洞山、笠取山、甲武信ヶ

岳と続く奥秩父連峰の東の入り口となっています。

登山ルートは、秩父側からは三峯神社を起点に、

白岩山を経て雲取山に至るコース、山梨県側から

は丹波山村三条の湯から三条ダルミを経るコース、

東京都側からは奥多摩町鴨沢から七ツ石山を経る

コースと様々なコースがあります。

山頂近くには山小屋もあり各コースとも１泊２

日の行程が主流で、首都圏に近いというアクセス

の良さもあり多くの登山者が訪れています。

埼玉森林管理事務所では、野生動植物の移動経路を確

保し生息・生育地の拡大と相互交流を促すため、既存の

保護林を中核に雲取山を含む国有林を「秩父山地緑の回

廊」に設定し、より広範で効果的な森林生態系の保護に

努めています。

（埼玉森林管理事務所 広報広聴連絡官）

（７）平成２３年 １月 １日 関 東 森 林 管 理 局 第 ８２号

雲取山から望む富士山

三峰神社から望む雲取山

雲取山山頂

２
０
１
１
年
は
「
国
際
森
林
年
」
で
す
。

わ
た
し
達
に
と
っ
て
大
切
な
空
気
や
水
を
育
む
森
林
。

か
け
が
え
の
な
い
森
林
を
守
り
、
育
て
、
未
来
に
つ
な

ぐ
た
め
、
世
界
中
の
み
ん
な
で
考
え
る
と
き
が
来
て
い
ま
す
。

募
集
資
格

小
学
生
（
群
馬
県
内
の
小
学
生
）

募
集
部
門
◎
絵
画
部
門:

絵
画
テ
ー
マ
「
み
ん

な
の
森
林
」(

四
つ
切
り
画
用
紙)

◎
書
道
部
門:

書
道
題
「
み
ん
な
の

森
林
」
ま
た
は
「
国
際
森
林
年
」

(

半
紙
ま
た
は
書
き
初
め
用
紙
）

募
集
締
切

平
成
23
年
3
月
31
日
必
着

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
作
品
と
一
緒
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

作
品
の
送
り
先
・
お
問
い
合
せ
先

〒
371-

8508
群
馬
県
前
橋
市
岩
神
町
４-

16-

25

関
東
森
林
管
理
局

指
導
普
及
課

「
国
際
森
林
年
・
絵
画
書
道
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

電
話
番
号
（
０
２
７
）
２
１
０-

１
１
７
５

Ｆ

Ａ

Ｘ

（
０
２
７
）
２
１
０-

１
１
７
７

担
当
者:

生
方
・
小
林

応
募
用
紙
等
の
詳
細
な
情
報
は
、
こ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.jp/kanto/koho/event/index.htm
l



発

行

所

関

東

森

林

管

理

局

編

集

総

務

課

■

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
８

■

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
２
７
）
２
１
０
‐
１
１
５
９


